
半導体産業人協会 会報 No.81(‘13 年 10 月)          5 

今年は米ベル研究所がトランジスタの発明を公式発表し

た 1948 年から数えて 65 年目にあたる。日本の半導体開発

はその成果を踏まえた「受容」の歴史だったが、着手時期が

早かったばかりか独自技術の創出や応用面の展開にも注

力し、トランジスタからIC、LSIへと技術進歩を遂げる中で、

一時的にせよ米国に比肩する半導体工業国になった。その

辺の経緯についてはすでに当協会の日本半導体歴史館で

関連資料に若干の解説を付して公開済みだが、 本講では、

それらの一部資料に草創期の新たな資料を加えて「日本の

半導体開発 65 年」の足跡をたどり、その興亡の背景を探り

ながら明日への教訓を導きたい。 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ、 トランジスタの発明と日本の対応 

 

半導体産業人協会 創設 15 周年記念 

 日 本 の 半 導 体 開 発 ６ ５ 年  
講演者 技術ジャーナリスト、半導体産業人協会諮問委員長  志村幸雄  

 演題 

Ⅰ、 トランジスタの発明と日本の対応 

Ⅱ、 IC／LSI の開発をめぐる攻防 

Ⅲ、 フロンティアとしての日本の貢献 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

トランジスタ発明者のショックレー、バーディーン、ブラッテ

ンの 3 人は発明 25 周年の 1973 年 3 月、IEEE から記念メ

ダルが贈られ、パネルディスカッションに参加している。会場

からの最初の質問「あなた方はいくら儲かったか？」に「（特許

報償金として）1 ドルだけ」とブラッテンが答え、最後の質問「ト

ランジスタの発明は必然的だったのか？」には「仮説を実証

中に偶然に増幅現象が出たが、必然的なものだった」とショッ

クレーが答えた。 

1948 年 6 月 30 日にベルが公式発表した翌日のニョー

クタイムズ紙だが、ラジオ欄が紙面の2/3に対して世紀のト

ランジスタの発明は 40 行で見出しもない記事であった。 
大きな成果に関わらず「真空管が使われていた無線の

分野に幾つかの応用分野を開くであろう」と記載するにと

どまっている。 

GHQ経由のトランジスタ情報

（ 1948年後半に日本側関係者に渡された3通りの資料 ）

8

Bell研が軍関係者に
対する説明資料

軍関係者にレホベック氏の
トランジスタ解説

記者発表のホーン部長の
説明要旨

 トランジスタ開発の情報は 1948 年後半に GHQ のポー

キングホーン氏より 東北大学の渡辺寧教授や電気試験

所の駒形作次次長に伝わった。3通の資料のうちで右2通

は公式発表 1 週間前に軍関係者に説明した資料で、左は

公式発表の際の説明内容である。電気試験所で佐々木亘

氏がタイプした。 ベル側が公式発表前に軍に説明してい

るのが興味深い。 
 ポーキングホーン氏はベル出身で48年に着任、50年に

帰国した。 
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神戸工業は米ウエスタン・エレクトリック(WE)からトランジ

スタ基本特許の使用権を得て、1954 年日本初のゲルマの

点接触型と接合型を生産した。固体物理学に通じた有住徹

也氏が最初はシリコンを手掛けたが、ゲルマに戻り生産。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

        長船廣衛氏コレクション（NEC） 

 

 
トランジスタの中味がよく判らないので、電気試験所の駒

形氏の部屋で私的な懇談会を持った。その後トランジスタ研

究連絡会へと発展的に解消、渡辺先生をはじめ、西澤潤

一、菊池誠両氏らが多数参加した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武蔵野通研で試作された国内初のトランジスタで、左側が

点接触型で1950年試作、右側が接合型で53年に試作され

た。いずれもゲルマニウムを使用。 

 
日本でトランジスタが報道された例は少なく、朝日新聞が

初めて取り上げたのは 1953 年 5 月だった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ソニーも同年、WE から基本特許の使用権を得て、井深

大社長の「ラジオを作る」との指示で工業化に着手。1954
年1月、岩間氏がWEの工場研修に参加、256枚31通の

報告書を3カ月間わたってホテルで書いて送った。日本で

は盛田昭夫副社長が契約時に持ち帰った 「Transistor 
Technology」全 3 巻を元に装置を作って準備し、岩間氏が

帰るまでに、トランジスタを試作した。 
1955年7月、国産初のトランジスタラジオTR-55を発表

し、最初の製品を天皇陛下に献上した。 
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日立は伴野正美氏が中央研究所でトランジスタの研究を開

始したが「重電の会社」という理由で開発許可が下りず特殊半

導体の研究で予算が付いた。中研敷地内の 3 階建ての建物

（通称かまぼこ兵舎）は鉄筋コンクリート建て、空調付きだった。 

 

窓がないため「テアトル東芝」と言われた東芝トランジスタ工

場 
 

 プレーナ技術はフェアチャイルド社が 1959 年に J.ハーニと

R.ノイスが開発して、日本では NEC が専用実施権を得た。 
日立は同特許を使わない LTP トランジスタを開発した。   

             

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ、IC／LSIの開発をめぐる攻防 

IC の発明者 J．キルビー氏がつくば万博（1985 年）に来た

時の写真で、2 時間にわたるロング-インタビューを行った。氏

は 2000 年にノーベル物理学賞を受賞した。 

 
渡辺先生が半導体研究所の建物を建てる前の敷地で草

野球。「TRANSISTORS」のユニホームを着ている。 
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電気試験所の垂井康夫らのグループが国内初の IC の試作

に成功。素子の固体化を図ったもののモノリシックでなかった。

３個のゲルマのペレットを相互に接続したもので、それぞれトラ

ンジスタ、コンデンサ、抵抗であった。 

日本では三菱電機が IC の生産で先行した。ウエスチングハ

ウス社のモレクトロニクスのサンプルを手本にして開発した。モ

レクトロンと呼び 11 品種あったが外販は少なかった。 

MOS は電卓への応用に最適とされて、国内各社が実用化

を急いだ。開発を先行したのは日立で、RCA の対抗勢力とし

ての地位を確保した。チャンネルの安定化対策で IBM は BT
処理を発表するが、日立は磁場冷却効果を用いて同じ目的を

達成した。 

 ビジコンの小島義雄社長は「メモリの内容を書き換えれば、異

なる電卓が出来る」と発想してインテル社ノイス氏にチップ開発

を依頼、世界初のマイクロプロセッサ 4004 の開発に繋がる。 

日本で最初のMPUは東芝が1973年に発表した。12ビット

の MPU で、自動車のエンジン制御用として開発した。 

MPU をめぐる日米技術戦争が燃えさかる中、インテルによ

るマイクロコードの著作権侵害提訴で NEC は勝ったが、その

間にインテル製品が標準となり NEC は市場から撤退を余儀な

くされる。 

日米貿易摩擦で関税障壁、政府助成、市場閉鎖などの問題

が起きて両国間でトップセミナーなどを行った。日本市場での

シェア問題では目標の 20％を達成、40％になった時は日本

のメーカーは衰退のきざしが見えてきた。 
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1990 年 6 月ノイス氏が急逝し、インテルの社内誌に追悼文

を書いた。 

 Ⅲ、フロンティアとしての日本の貢献 

  

 
     半導体研究所での西澤教授と半導体メーザ特許 

  

1957 年に江崎玲於奈氏がノーベル物理学賞を受賞し

た。左がエサキダイオード論文と特許で、細写が IBM ワ

トソン研究所時代の写真。翌 58 年に取材した際には

MBE 装置など日本にない装置が入っていて超格子の

研究に取り組んでいた。 

後記：今回はスペースの関係で講演の一部を志村さんに確

認の上で掲載いたしました。65 年経って、戦後の技術革新

の代表的な半導体技術の初期資料やデータが散失し消滅し

ています、志村さんも心配されていますが、半導体初期の資

料や現物、当時の方の講演録音などを集めて保管や記録さ

せて頂く所存ですのでご連絡を頂きたい。   
                 記事編集  相原 孝 




